
 
 

師
走
の
行
事 

住
職 

平
田
真
純  

 

今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と

一
か
月
ほ
ど
で
、
一
年
の
区
切
り
で
あ
る
正
月
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
、
こ
れ
か
ら

続
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

な
る
べ
く
心
を
落
ち
着
け
、
良
い
正
月
を
迎
え
る
準
備
は
大
切

で
あ
り
ま
す
。 

 

十
二
月
に
入
り
ま
す
と
、
当
山
で
も
正
月
の
準
備
に
追
わ
れ
、

ま
た
師
走
恒
例
の
行
事
も
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
行
事
を
通

し
て
、
ぜ
ひ
皆
様
と
と
も
に
、
新
年
へ
の
心
の
準
備
を
図
り
た

い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。 

 

十
二
月
七
日
は
、
本
堂
煤
払

す
す
は
ら

い
（
大
掃
除
）
を
い
た
し
ま
す
。

正
午
よ
り
閉
堂
に
な
り
、
本
堂
内
で
の
参
拝
は
で
き
な
く
な
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

翌
十
二
月
八
日
は
本
尊
御
宮
殿

ご
き
ゅ
う
で
ん

御
開
扉

ご

か

い

ひ

で
、
午
前
九
時
よ
り

午
後
二
時
ま
で
、
お
前
立
の
十
一
面
観
音
様
の
お
姿
を
直
接
参

拝
で
き
ま
す
。
普
段
は
御
宮
殿
の
中
か
ら
皆
様
を
見
つ
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
十
一
面
観
世
音
様
に
、
八
日
当
日
は
直
接
ご
対

面
賜
る
わ
け
で
す
が
、
十
一
面
様
も
楽
し
み
さ
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
で
し
ょ
う
し
、
皆
さ
ま
も
新
年
に
向
け
て
明
る
い
光
明
を

見
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

午
後
二
時
に
な
り
ま
す
と
、
読
経

ど
き
ょ
う

供
養
の
後
、
本
堂
内
陣

な
い
じ
ん

の

板
戸
は
閉
め
ら
れ
、
御
宮
殿
内
の
煤
払
い
を
行
い
、
聖
天
様
並

び
に
十
一
面
観
音
様
に
気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

煤
払
い
は
、
古
来
十
二
月
十
三
日
に
、
歳
神
様
を
迎
え
る
準

備
の
た
め
の
大
掃
除
に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
寺
院
で
は
、

御
本
尊
や
祀
ら
れ
る
諸
仏
・
諸
神
の
供
養
に
な
り
ま
す
。
本
山

で
あ
る
浅
草
寺
で
は
、
古
来
の
慣
習
通
り
、
十
二
月
十
三
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
の
冬
至
の
日
に
は
、
星
祭
り
（
星
供
養
）

の
法
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
手
の
届
か
な
い

森
羅
万
象

し
ん
ら
ば
ん
し
ょ
う

の
う
ご
き
を
星
に
託
し
て
、
翌
年
一
年
の
除
災
招
福

を
聖
天
様
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
大
晦
日
の
正
午
か
ら
、
御
本
尊
と
山
内
の
末
社
す
べ

て
を
巡
拝
・
読
経
を
し
て
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
月
例
の
朝
ま
い
り
会
や
写
経
会
、
合
同
大
般
若
法

要
な
ど
の
行
事
も
あ
り
、
ご
都
合
が
つ
け
ば
、
な
る
べ
く
多
く

ご
参
拝
い
た
だ
き
、
心
に
落
ち
着
き
と
活
力
を
蓄
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 



待
乳
山
便
り 

七
五
三
・お
宮
参
り 

 

御
宝
前
に
て
お
加
持
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
尊
天
様
の
ご

加
護
で
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。 

並
木
徠
粋
く
ん 

 
 

野
上
瑛
史
く
ん 

 
 
 

西
林
快
晟
く
ん 

      

芦
田
ち
づ
る
ち
ゃ
ん 

依
田
衛
・
華
乃
ち
ゃ
ん 

菊
地
楓
・
桜
ち
ゃ
ん 

      
 

 

井
上
真
実
ち
ゃ
ん 

 

吉
見
虹
七
ち
ゃ
ん 
 
 

田
中
秀
昴
く
ん 

      

  

荒
木
雪
凛
ち
ゃ
ん 

 

渡
邊
正
彦
く
ん 

 
 

齋
藤
真
迪
子
ち
ゃ
ん 

      

ジ
ョ
イ
フ
ル
ツ
ア
ー 

待
乳
山
観
光 

 

十
月
十
八
日
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
企
画
し
た
研
修
旅
行

の
一
環
と
し
て
、
カ
タ
ー
ル
か
ら
四
十

名
の
方
が
待
乳
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
日
本
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
と

い
う
皆
様
の
た
め
に
、
大
広
間
に
当
山

所
蔵
の
浮
世
絵
を
展
示
し
て
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
い
た
他
、
住
職
か
ら
待
乳
山

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
自
国
の
文
化
と
異

な
る
寺
院
の
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話
に
、
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
た
よ
う
で
す
。 

金
子
家
藤
田
家 
結
婚
式
報
告 

 
十
一
月
三
日
、
金
子
家
、
藤
田
家
、
ご

両
家
の
仏
前
結
婚
式
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
新
郎
の
孝
行
様
、
新
婦
の
あ
す
か
様

が
お
加
持
を
さ
れ
た
揃
い
の
念
珠
を
授

与
さ
れ
た
後
、
三
々
九
度
、
親
族
固
め
の

杯
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
が
尊
天

様
ご
加
護
の
下
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

浅
草
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

観
月
コ
ン
サ
ー
トin

 

待
乳
山 

十
一
月
四
日
午
後
六
時
か
ら
、

浅
草
観
光
連
盟
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

「
浅
草
・
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
～

桜
さ
く
ら

紅
葉

も

み

じ

に
十
三
夜

じ
ゅ
う
さ
ん
や

～
」
の
一
環
と

し
て
、
当
山
に
て
観
月
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

十
一
月
四
日
は
十
六
夜

い

ざ

よ

い

に
あ
た

り
、
美
し
い
月
が
出
る
は
ず
が
あ

い
に
く
の
曇
天
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
境
内
に
用
意
さ
れ
た
八
十
席

の
座
席
は
満
席
で
し
た
。 

今
回
出
演
さ
れ
た
「
和
楽
器
ア

ン
サ
ン
ブ
ル 

真
秀
～M

A
H

O
R

A

～
」
は
琴
、
三
味
線
、
胡

弓
、
尺
八
か
ら
な
る
和
風
バ
ン
ド
。
照
明
に
よ
っ
て
神
楽
殿

や
い
ち
ょ
う
が
幻
想
的
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
和
楽

器
の
織
り
成
す
美
し
い
音
色
が
、
秋
の
夜
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。 

歓
喜
講
富
士
山
千
年
水
千
本 

奉
納 

 

十
月
十
五
日
、
歓
喜
講
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
有
限
会
社
富

士
山
千
年
水
様
よ
り
、
大
根
と
巾
着

の
ラ
ベ
ル
の
富
士
山
の
天
然
水
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
千
本
を
ご
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
残
念
な
が
ら
弱

い
雨
が
続
く
天
気
で
し
た
が
、
法
要

終
了
後
、
参
拝
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



十
二
月
の
御
縁
日
大
法
要
・
行
事
紹
介 

十
一
面
観
音
様
御
開
扉
十
二
月
八
日(

金)  

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時 

 

十
二
月
八
日
に
御
本
尊
大
聖
歓
喜
天
様
の
お
前
立
ち
、
十
一
面
観
音

様
の
御
開
扉
が
行
わ
れ
ま
す
。
浴
油
祈
祷
終
了
後
、
住
職
に
よ
っ
て
御

宮
殿
が
開
か
れ
た
後
、
内
々
陣
手
前
に
て
参
拝
と
焼
香
が
行
え
ま
す
。

午
後
二
時
に
は
閉
扉
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

 

『
十
一
面
観
世
音
菩
薩
随

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
ず
い

願が
ん

即そ
く

得と
く

陀
羅
尼

だ

ら

に

経
き
ょ
う

』
に
よ
り
ま
す
と
、
十

一
面
観
音
様
の
真
言
を
唱
え
れ
ば
病
気
の
苦
し
み
は
除
か
れ
、
寿
命
は

延
び
、
多
く
の
仏
に
守
ら
れ
、
貧
す
る
こ
と
な
く
、
人
か
ら
信
頼
を
受

け
、
一
切
の
災
い
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
さ
れ
、
死
後
は
極
楽
に
往
生
し
、

地
獄
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

十
一
面
観
音
様
を
拝
見
出
来
ま
す
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
皆
様
ど
う

ぞ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
せ
。 

星
ま
つ
り 

十
一
月
二
十
二
日(

金)  

午
前
十
一
時 

 

講
金
一
、
五
〇
〇
円
（
一
体
増
毎
五
〇
〇
円
）
送
料
二
〇
〇
円
（
十
躰
ご
と
）  

十
二
月
二
十
二
日
、
翌
年
の
除
災
延
命
を
祈
願
い
た
し
ま
す
、
星
ま
つ
り
百
味
法
要
を
厳
修
致
し

ま
す
。 

星
は
人
の
運
命
や
寿
命
を
司
る
と
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
で
は
除
災
、

延
命
を
祈
願
す
る
際
に
用
い
る
星ほ

し

曼
荼
羅

ま

ん

だ

ら

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
央
に
北
極
星
を
表
す
釈
迦

し

ゃ

か

金
輪

き
ん
り
ん

が
置
か
れ
、
周
囲
に
北
斗
七
星
、
水

星
、
金
星
、
月
な
ど
を
表
す
仏
様
や
動
物
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

古
代
の
占
い
で
は
北
斗
七
星
が
重
要
視
さ
れ
、
生
ま
れ
た
年
に
よ
っ

て
北
斗
七
星
か
ら
本
命
星
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
一
年
で
最
も

夜
が
長
い
冬
至
に
供
養
し
、
皆
様
の
除
災
と
延
命
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

お
名
前
と
年
齢
の
入
っ
た
お
守
り
を
授
与
致
し
ま
す
。
用
紙
に
氏
名
・

生
年
月
日
を
記
入
し
。
寺
務
所
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
ま
せ
。 

本
堂
煤
払
い 

十
二
月
七
日
（
木
）
十
三
時
よ
り 

恒
例
の
煤
払
い
を
行
い
ま
す
。
煤
払
い
が
始
ま
り
ま
す
と
本
堂
で
の
参
拝
並
び
に
お
札
等
の

受
け
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
午
前
中
に
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

納
め
の
法
要 

十
二
月
三
十
一
日
（
日
）
正
午
よ
り 

 

こ
の
一
年
の
ご
加
護
に
感
謝
し
、
本
堂
を
は
じ
め
境
内
の
各
末
社
に
お
参
り
い
た
し
ま
す
。 

 

正
月
行
事
案
内 

～
正
月
特
別
祈
祷
～ 

三
が
日 

十
三
時
、
十
四
時
、
十
五
時 

 
 

本
堂
内
陣
に
お
き
ま
し
て
、
新
年
の
開
運
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

 
 

祈
祷
料 

 

三
、
〇
〇
〇
円 

 

～
お
屠
蘇
接
待
～ 

 

三
が
日 

終
日 

 
 

本
堂
外
陣
に
お
き
ま
し
て
、
開
運
お
屠
蘇
の
無
料
接
待
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

～
毘
沙
門
天
特
別
拝
観
～ 

元
日
か
ら
正
月
中
旬
ま
で 

 

普
段
、
内
々
陣
に
安
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
浅
草
名
所
七
福
神
の
毘
沙
門
天
が
拝
観
で
き
ま
す
。 

 

～
大
般
若
講 

大
根
ま
つ
り
～ 

一
月
七
日
（
日
）
十
一
時
～
十
四
時 

 
 

大
般
若
法
要
の
後
、
皆
様
の
身
体
健
全
・
厄
除
け
祈
願
の
風
呂
吹

き
大
根
並
び
に
お
神
酒
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
。
当
日
九
時
か
ら
本
堂

前
に
て
整
理
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
。 

大
根
祭
り
お
手
伝
い
募
集 

大
根
祭
り
の
前
準
備
及
び
当
日
の
運
営

の
お
手
伝
い
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
五
日
、
七
日
両
日
と
も
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
の
み
、
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

募
集
人
数 

先
着
二
十
名 

 

十
二
月
、
一
月
の
坐
禅
の
会
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



 

 
十
二
月
行
事
予
定 

御
縁
日
大
法
要  

御
宮
殿
御
開
扉 

十
二
月
八
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時 

参 

拝 
 

無 
 

料 

秘
仏
の
御
前
立
ち
十
一
面
観
世
音
菩
薩
様
を
参
拝
で
き
ま
す
。 

星
祭
大
法
要 
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
午
前
十
一
時 

講
金 

一
、
五
〇
〇
円
也
（
一
躰
増
毎
五
〇
〇
円
） 

来
年
の
除
災
延
命
祈
願
を
い
た
し
ま
す
。
一
人
一
人
に
お
守
り
を
授
与
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

朝
ま
い
り
会 

十
二
月
一
日
～
七
日 

 

午
前
八
時
か
ら
八
時
半 

  
 

会
費 

 
 

五
〇
〇
円
也 

都
合
の
よ
い
日
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。 

本
堂
煤
払
い   

十
二
月
七
日
（
木
） 

 
 
 

正
午
か
ら 

恒
例
の
煤
払
い
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
参
り
は
午
前
中
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

日 

曜 

勤 

行 
 

十
二
月
十
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
九
時 

 
 
 

参
加
費 

 
 

無 
 

料 

初
心
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
お
つ
と
め
の
会
で
す
。 

写 

経 

の 

会 
 

十
二
月
十
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
／
午
後
一
時 

会 

費 
 
 

五
〇
〇
円
也 

心
を
落
ち
着
か
せ
て
写
経
す
る
こ
と
で
、
日
常
を
離
れ
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。 

午
後
は
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
写
経
が
行
え
ま
す
。 

合
同
大
般
若
法
要 

十
二
月
二
十
五
日
（
月
）
午
前
十
一
時 

 
 

法
要
料 
五
、
〇
〇
〇
円
也 

 

心
願
が
成
就
し
、
よ
り
一
層
の
御
加
護
を
頂
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
お
上
げ
す
る
御
礼
の
法
要
で
す
。 

納
め
の
法
要  

 

十
二
月
三
十
一
日
（
日
） 

正
午 

 

こ
の
一
年
の
ご
加
護
に
感
謝
し
、
本
堂
を
初
め
、
各
末
社
に
お
参
り
い
た
し
ま
す
。 

一
月
の
行
事  

御
縁
日
大
法
要 

大
根
ま
つ
り 

 
 
 

一
月
七
日
（
日
） 

 

午
前
十
一
時 

 

講 

金 

二
、
○
〇
〇
円
也 

百
味
講 

 
 
 
 

一
月
二
十
日
（
土
） 

 

午
前
十
一
時 

 

講 

金 

一
、
五
〇
〇
円
也 

祈
祷
の
ご
案
内  

聖
天
様
独
特
の
供
養
法
で

あ
る
浴
油
供
は
、
密
教
の
中
で

最
も
深
秘
の
法
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
供
養
法
は
聖
天
様

の
お
力
が
よ
り
一
層
高
め
ら

れ
、
私
ど
も
が
不
可
能
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
願
い
事
で
も
、
尊

天
様
の
不
思
議
方
便
の
お
働

き
を
得
て
、
必
ず
成
就
さ
せ
て

頂
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。  

当
山
で
は
こ
の
浴
油
祈
祷

を
、
毎
朝
開
堂
と
同
時
に
厳
修

し
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
名
前
と
お
願
い
の
内
容
、
祈

祷
期
間
を
お
伝
え
下
さ
い
。  

ま
た
ご
遠
方
の
方
や
お
急

ぎ
の
方
は
、
お
電
話
や
お
手
紙

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

   

祈
祷
料  

別
座
祈
祷 

壱
万
円
（
一
週
間
）  

浴
油
祈
祷 

三
千
五
百
円
（
一
週
間
）  

華
水
供 

五
百
円
（
一
日
）  

法
要
案
内  

当
山
で
は
予
約
に
て
法
要
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
寺
務
所
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

百
味
供
養 

法
要
料 

八
万
円  

沢
山
の
お
供
物
を
お
供
え
し
、

出
仕
の
僧
侶
が
声
明
を
お
唱
え
す

る
こ
と
で
、
尊
天
さ
ま
に
御
礼
の

供
養
を
い
た
し
ま
す
。  

大
般
若
法
要 

法
要
料 

五
万
円  

所
願
成
就
御
礼
の
法
要
と
し

て
、
大
般
若
経
六
百
巻
を
転
読
い

た
し
ま
す
。  

自
動
車
加
持 

法
要
料 

壱
万
円  

当
院
に
て
お
車
の
お
加
持
を
い
た

し
ま
す
。
当
日
は
お
車
に
て
お
越

し
く
だ
さ
い 

 
 
 
 

 
 

 

皆
様
か
ら
の
ご
質
問
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見

や
ご
質
問
はity

o
u

@
m

a
tsu

ch
iy

a
m

a
.jp

ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 


